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易分解性糖質蓄積性稲わらからのシンプルな積分

バイオエタノール製造技術(DiSC法)の開発

圃場から回収直後の稲わらには、セルロース等の繊維性多糖のほかに、易分解性糖質（澱

粉、ショ糖、β‐1,3-1,4-グルカン、ブドウ糖及び果糖）が含まれます。その部位別の蓄積

量の解析データに基づき、易分解性糖質を高濃度含む程部を風力選別により回収し、これを

繊維質分解後に並行複発酵を行う工程を含む、シンプルなバイオエタノール生産技術DiSC

(DirectSaccharificationofCulms)法を開発しました。

1.稲わらは易分解性糖質を含み、その濃度は程部で特に高い
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稲わら（リーフスター、乾燥物）

の各部位ごとの各種糖質の含有

率
一一』

西
0

諏斯燕輸輔雲霧簿雲霧唾睡睡吐睦這

誉善誉誉誉誉琴誉蕎誉黒鼠騒騒暴
謡溌溌溌溌恕溌斌溌謡

サンプル

20

’

召F…･画坂・
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aDiSC法による程部からのバイオエタノール製造

、
易分解'性糖質（澱粉、ショ糖、β-1,3-1,4-グルカン、
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全呈回収

相当回収（計算値）

改良並行複発酵

稲原料(ﾘーﾌスター)(例)Solid30%(w/w)
稲わらの風力選別及びDiSC法によるバイオエタノール製造工程の概要

ル濃度

(w/v)

易分解性糖質を高濃度含む程部は､風力選別により高比重画分に回収できることを見い出しました。

この高比重画分を用い、繊維質分解後、直接酵素糖化・エタノール発酵を行うことにより、酸・アル

カリ等による前処理を省き、易分解性糖質のほぼ全量とセルロースの約半量から得られる発酵性六炭

糖を、8.8%(w/v)程の高濃度アルコールに変換できるシンプルな工程(DiSC法）を開発しました。

詳しい'情報:Parketal.,

Parketal.,

Parketal..

Biosci.Biotechnol.Biochem.(2009)

Biosci.Biotechnol・Biochem.(2010)

Bioresour.Technol.(2011)
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